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現代オース トラリアの教育改革が開発教育に及ぼす影響に関する一考察

南オース トラリア州に着 目して

木 村 裕

1.課 題 設定

開発教 育(developmenteducation)は 、南 北問題 の解

決 が大 きな課題 と認 識 され るよ うに なっ た1960年 代

に、主 に欧 米 のNGOを 中心 とす る国 際協 力 ・援 助団

体 に よっ て、開 発途 上国 の貧困 の状況 を先進 国 に住む

人 々に知 らせ る ことを 目的 と して実践 され 始め た教育

活動 であ る。そ の後 、南北 問題 、貧困 、格差 、難 民、

環境破壊 な どの地 球的 諸問題 の解決 と国際平 和の 実現

をめ ざして 、イ ギ リスを 中心 とす る ヨー ロ ッパ諸 国、

オー ス トラ リア 、カナ ダな どにお いて、 国際連 合 、各

国政府 、NGO、 教師 な どに よって積極 的 に実践 され て

きた。 また 、実践 の場 も、学校 外教育 の場 か ら学校教

育 の場へ と広 が ってき た。

学 校外 教育 の場 にお いては、 実践主 体 の意図 のま ま

に開発 教 育 を 実践 す る こ とが 可 能 で あ った 。 実際 、

NGOに よ る学校 外教 育 の場で の実践 で は、ワー クシ ョ

ップ 、キ ャ ンペ ー ン活 動 、 ロビー 活動 な ど多様 な形態

が採 られ、扱 われ る問題 も開発途 上国 に見 られ る問題

や 自国に見 られ る問題 な ど様 々で あっ た。 しか し学 校

教 育 の場 に おい て実践す る場 合 、必ず しも実 践主体 の

意 図 のまま に実践 す る ことが で きる とは限 らない。 な

ぜ な ら、た とえ ば 日本 におい て学習指 導 要領 が設 定 さ

れ てい る よ うに、 国家 が公 教 育 と しての学校 教 育に対

して求 め る基 準や枠 組み との整 合性 を保っ こ とが要求

され るか らで あ る。

日本 の学 校教 育 の場 で は これ まで 、開発教 育 に興味

を持 つ教 師が 自分 の担 当す る教科 学習 の 中で工夫 して

実践 を した り、総 合的 な学 習の時 間に取 り組 んだ りし

て きた。 また、 そ うした蓄積 を踏 ま えて、学 校教 育の

場 にお いて どの よ うに実践す るこ とが可 能で あ るか と

い うこ とや 、参加 型学 習 と呼 ばれ る学習形 態 の特徴 と

効 果 、地域 のNGOな どと連携 した実践 事例 な どが 紹

介 され てき た1。これ らの成果 は学校 教育 の場 におけ る

実践 を広 めて い く上で重 要な役割 を果た して きた。 し

か しその 一方 で、学校 教 育の場 にお いて実践 され るか

らこそ立 ち現れ て くる開発教 育研 究 上の課題 が 明確 に

意識 され る こ とは少 なか った と考 え られ る。 しか しこ

の課題 は 、学校教 育 の場 に開発 教 育 を位 置づ け てい く

上で必 ず取 り組 まな けれ ばな らない もので あ り、 日本

にお ける今 後の開発 教 育研究 を進 め る上 で も避 けて通

る ことはで きな い と考 え られ る。

オー ス トラ リア では歴 史的に 、連 邦政府 が開発 教育

の発 展 に深 く関わ って きた2。学校 教 育の場 に実 践が広

が って きてか らも、連邦政府 は 大 きな影響 を及 ぼ して

い る。 特 に、連 邦政府 の海外援 助活 動 を担 当 してい る

オ ー ス トラ リア 国 際 開 発 庁(AustralianAgencyfor

InternationalDevelopment:以 下 、AusAID)に よって進

め られ て い る グ ロー バ ル 教 育 プ ロ ジェ ク ト(Global

EducationProject:以 下、GEP)3で は、AusAIDが 資金

援 助 を し、 各州 ・直轄 区の研究 者や 開発教 育セ ンター

と協力 しな が ら、教 材 開発や教 師教 育 を進 め てい る4。

GEPの 一環 として作成 され 、オー ス トラ リア の学校

教 育の場 で広 く使用 され てい る単元 事例集 と して 『グ

ロ ー バ ル ・パ ー ス ペ ク テ ィ ブ ・シ リー ズ(Global

PerspectiveSeries)』(以 下 、『シ リー ズ』)5が 挙 げ られ

る。 『シ リー ズ』はオ ース トラ リア国 内外の研 究成 果を

取 り入れ なが ら著 され た もの と して高 い評 価 を得 てお

り、 主に学 校教 育の場 にお け る開発 教 育の実 践 におい

て利 用 され て い る。 しか し、筆者 が 『シ リー ズ』 に収

め られ てい る単 元の分 析 を通 して 明 らかに して きたよ

うに 、『シ リー ズ』の背 景 にある理論 の レベ ル では掲 げ

られ ていた既 存 の社会 構造 を批 判 的に問 い直 す とい う

視 点が 単元設 計 の レベル にお いて は十分 に反映 され て

いな いな ど、そ の内容 には制約 も見 られ る6。
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ただ し、学校 現場 にお ける実践 に影響 を与 えて いる

の はGEPだ けではな い。今 日のオー ス トラ リアで は教

育 改革 が強力 に推進 され てお り、開発 教育 も含 めて学

校 教育全 体 に大 きな変化 をもた ら しつつ あ る。 その た

め、教 育改革 が学校 教育 に与 え る影響 とい う、 よ りマ

ク ロな レベ ル で開発 教育 を取 り巻 く状 況 を把 握 してお

く必要が あ る。 マ ク ロな レベル の状況 を適切 に把握 し

て おか なけれ ば、理論 上 と実践上 の課題 を現 実 に即 し

て捉 える ことが不十分 とな り、 開発 教 育研 究 の射程 を

倭小 化 して しま うこ とに もつなが りか ねない ため であ

る。 しか しなが ら、 こ うした視 点 で検討 して い る先行

研 究 は管見 の限 り見 られ ない。

そ こで本稿 で は、現代 オ ース トラ リア の教育 改革 が

学 校教 育の場 にお け る開発教 育に どの よ うな影響 を及

ぼ し うるの かを 、主に政 策 レベ ル の特 徴 に焦点 をあて

て明 らかにす る。 これ に よ り、学校教 育の場 にお いて

実践 され るこ とによっ て明確 にな る開 発教 育研究 上の

課題 を抽 出す るこ とが可能 になるだ ろ う。

この課 題 に迫 るた めに まず 、オー ス トラ リア におけ

る開発 教育 の 様相 を概 観 す る。 続 い て、1996年 か ら

2007年 ま で連 邦政 府 を率 いて いた ハ ワ 【表

一 ド(Howard
,J.)政 権(自 由党 ・国民 党

連 合)の 教 育改 革の特 徴 をま とめ、 この

改革 が開発教 育 に及ぼ し うる影響 を検討

す る。 また 、オ ース トラ リアでは初 等 ・

中等教 育にっ い ては各州 ・直轄 区 が権 限

を持 って きたた め、連 邦政府 の動 きがそ

のま ま各州 ・直轄 区の教 育活動 に反映 さ

れ るわけで はな い7。よっ て、連 邦政府 が

進 め る教育改 革 が各州 ・直轄 区にお いて

どの よ うに取 り入れ られ 、開発教 育 に影

響 を与 え よ うと してい るの かも見てお く

必 要が ある。 そ こで、開発 教育 の研 究 と

実践 が盛 ん に行 われ て きた南 オー ス トラ

リア州 に着 目 して検討 してい く。

きない。 そ こで こ こで は代表例 と して、 開発教 育発祥

の地 と され てい るイギ リスの研 究成果 に学 びつ つオ ー

ス トラ リア の文脈 で執筆 され た最初 の著書 で あ り、今

日で もなおオ ース トラ リアにお け る開発教 育研 究のバ

イ ブル的 存在 とな ってい る、コル ダー(Calder,M.)と

ス ミス(Smith.R.)の 『万人 に とっ てよ りよい世 界 を

(ABetterWorldforA〃)』8を 取 り上 げ、オ ー ス トラ リ

ア にお ける開発 教育 の概要 をつ かんでお こ う。

コル ダー らは 開 発教 育 の 理念 と して 万 人 に とって

の よ りよい世 界 の構築 を掲 げた上 で、開発 教 育 を 「子

どもた ちが 、万人 に とっての よ りよい世 界の 開発 に効

果 的 に参 加す るの を助 け るプ ロセ ス」で あ る とともに、

「全て のカ リキ ュラ ム領 域に取 り入れ られ るパ ー スペ

クテ ィブ」 で ある と定義 してい る9。そ して、 「エ ンパ

ワーメ ン ト」 「万人 に とって の社 会 の進 歩」 「世 界 とそ

こに住む 人々 の生存 」 「関わ り合 い と行 動」 「世 界規模

で の公正 」の5点 を 目的 として掲 げた 上でlo、 これ ら

の 目的 を達成 す るため に必 要 とな る具 体的 な 目標 を 、

「知識 ・理解 」 「スキル ・プ ロセ ス」 「感受性 ・価値観 」

「関 わ り合 い ・行 動 」 に分 けて提示 してい る(表1)。

:コ ル ダー とス ミス によ る開 発教育 の 目標 】

2.オ ー ス トラ リア に お け る開 発 教 育 の(表
は 、『万 人 に とっ て よ り よい 世 界 を』(pp.19-20)を も とに筆 者 が 作 成)

知識 ・理解 感受性 ・価値観

・自己への気 づ き

・他 文化 へ の気づ き

・パ ー スペ クテ ィブへ の気 づ き

・地域 内 と地域 間 の不平等

・相互依 存

・変革 と開発

・肯定 的な 自己イ メー ジ

・他 者 の受容 と他者 へ の尊敬

・開かれ た心

・共 感

・公 正 さに対す る関 心

・人 権の 尊重

・民主主 義へ の関わ り合 い

ス キ ル ・プ ロセ ス 関 わ り合 い ・行 動

・関わ り合 お うとす る こ と

・探 究 ・別 の行動 方針 を見つ ける こと

・批 判的思 考 ・起 こ りそ うな結果 につ いて評

・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 価す るこ と

・意思決定と問題解決 ・個 人的 な関わ り合 い

・社会 的技 能 ・適切 な行 動 を起 こす こ と

・政 治的技 能 ・行 動 のプ ロセ ス と行動 の 効果

を評価すること

概 要

オー ス トラ リア にお い て開発教 育は 、NGO、 連邦政

府 、学校の 教師 な ど様 々 な主体に よっ て実践 され てき

た。 そのた め 、開発教 育 を一枚岩 的に捉 え る ことはで

コル ダー らの 開発 教 育 論 の特 徴 を詳 細 に検 討 して

み る と、次 の よ うな特徴 を指摘 す るこ とがで き る。そ

れは 、 自他へ の気 づ きや 相互依 存 関係 へ の認識 を深 め
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る こ と、 自他 を肯定的 に受 け入れ た り人 権や 公正 さを

尊重 した りしよ うとす る こ と、問題 解決 に必 要 なプ ロ

セス を知 り、そ こで求 め られ る技能 を身 にっ け るこ と、

様 々 な可能性 を 考慮 した上 で適 切 と考 え られ る行動 を

起 こす とともに 、その 改善 に向け て 自 らの行動 の結果

を評 価す るこ とな どをめ ざ した学習 を想 定 してい る こ

と、そ して 、問題 の解決 を めざす ため に社 会 を批判的

に捉 えさせ よ う として い るこ とで あるn。

目的 と 目標 、そ して上述 の特徴 を踏 ま え る と、 コル

ダー らの 開発教 育論 で提起 され てい る開発 教育 の強調

点 として 、以 下の3点 を指 摘す る こ とがで き る。 それ

は 、 「万人 に とって の平和 や公正 、持続 可能性 を追 求す

るこ と」 「多 様 な価値観 や 視点 を受 け入 れ 、尊 重す るこ

と」 「既 存 の社会 構造 を批判 的 に吟 味 し、必要 に応 じて

その 変革 を志向 す るこ と」 であ る。

以上 を踏 ま えて、次 に、 現行 の連 邦政府 に よる教育

改革 の特徴 と、 それが 開発教 育に どの よ うな影 響 を及

ぼ し うるの かを 見て い こ う。

3.現 代 オー ス トラ リアに おける連邦 政 府の教 育改革

の特 徴 と開発教 育 に及 ぼ しうる影響

オー ス トラ リア では連 邦誕 生当初 、ア ン グ ロ ・オ ー

ス トラ リア文化 へ の非 白人 の 同化 を進 め る こ とを めざ

す 白豪主義 を国是 として国づ く りを進 め てき た。 しか

し、第二 次世 界大 戦後 にな る と、国の防衛 と経 済復 興 ・

成長 を 目的 と した非 英語 系 ヨー ロ ッパ 人 の移 民や 難民

の積極 的 な受 け入れ に伴 って多文 化社会 化 が進む とと

もに、ア ジア太 平洋諸 国 との関係 を強化 す る必要性 が

高 ま り、 白豪主義 の廃 止が議 論 され るよ うにな る。 そ

して1978年 、オ ース トラ リアは公 式に多 文化 主義 国家

であ る ことを宣 言 し、新た な歩み を見せ 始 めた。

オー ス トラ リア にお け る多文化 主義 では 当初、 文化

的多様性 の尊 重 、公正 な参加 の保 障、そ して 、構造 的

な不 平等 の解 消 がめ ざ され て いた12。す なわ ちそ こで

は、そ れぞれ の個 人や集 団 の持つ文 化や価 値観 の多様

性 をで き る限 り尊 重す る こ と、権利 と機 会 をす べ ての

人 々 に平等 に与 え るこ と、文化 的背 景や価 値観 の違 い

が直接 の原 因 となって不 利益 を被 る個人や集 団が生 ま

れ る よ うな社 会構 造 をな くす ことが 重要 であ る とされ

ていた。 初等 ・中等教育 に関 して は、州 ごとに異な る

教 育制度 が設 け られ 、 また、 カ リキュ ラム編 成や 教科

書選 択 な どが各学校 に任 され る こ とに よって 、連 邦政

府 に よる国策 を参考 に しつつ も、各州 が独 自の教育 制

度 を設 定 し、その 中で各 学校 が 自校 の実情 に合 わせ て

教育活 動 を行 って きた。 これ によ り、多様性 に配慮 し

た教 育活動 が 可能 にな っていた と考 え られ る。

しか しなが ら1980年 代後 半 よ り、経 済 発展 によ る

国力増 強 をめ ざ した 教育水準 の底 上 げの動 きが見 られ 、

統 一的 な基 準 に基 づ く、教育成 果 を重視 した教育政策

が国家 主導 で進 め られ る よ うに なった。その背 景に は、

ア ジア 諸 国 の台頭 や 、宗 主 国 で あ るイ ギ リス との政

治 ・経 済 ・軍事な どの 面での 関係 の希薄化 が あ る。す

なわ ち、ア ジア太 平洋地 域に あ る国家 と して 十分な地

位 を確 立す る ことがオー ス トラ リアの重要 な 国家政策

の課 題 とな り、そ の課題 への取 り組 みの1っ として教

育 改革が 掲 げ られ たので ある。 こ うした動 きはハ ワー

ド連 邦政 権が発 足 した1996年 以 降 に特 に顕 著 とな り、

同政 権に よる政 策の 大 きな転 換 に よって、 学校教 育は

新 た な局 面を 向か える こ ととな った。

ハ ワー ド政権 に よる教育政 策 の特徴 と して、主 に以

下の3点 を指 摘 す るこ とが でき る13。1つ 目は 、国家 に

よ る教 育 目標 の提 示 と、そ の 目標 達成 に向 けた各学校

の取 り組 み への圧 力 であ る。1999年 に採 択 された 「ア

デ レー ド宣 言:21世 紀 にお ける学校 教 育に 関す る国家

目標(TheAdelaideDeclarationonNationalGoalsfor

SchoolingintheTwenty-FirstCentury)」(以 下 、 「アデ レ

ー ド宣言 」)を受 けて、基礎 学力 や シテ ィズ ンシ ップの

育成 に力 を入 れ るべ きこ とが示 され る と ともに、その

成果 を 目に見 え るかた ちで示す こ とが強調 され た。 こ

れ に伴い 、示 され た国家 目標 を達成す るた め に、各州

で ス タンダー ドの開発 や学 習内容 の 具体化 な どの作業

が進 め られ た14。 この動 き は、 文化 的背景 や 人種 、民

族 な どの違 い を超 えて、 オース トラ リア国 民 と して最

低限 求め られ る能力 を一律 に規 定す る とと もに 、スタ

ンダー ドを設 定 して その獲 得 を保 障 しよ うとす る動 き

で ある と言 える。

2つ 目は、西 洋的 な伝統や 価値 観 の もとに国家 を統

一 しよ うとす る動 きであ る
。 ハ ワー ドは、 文化的多様

性 の尊 重 とア ジア太平 洋地域 に ある諸 国家 との連携 の

強化 をめ ざ した キーテ ィング(Keating,P.J.)前 首相(労

働 党)の 政 策 を否 定 して きた。 そ して 、シテ ィズ ンシ

ップ教 育(CivicsandCitizenshipEducation)の 推進 に見
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られ るよ うにIS、 英国 的 な伝統 を継 承す る とと もに、

福 祉 に依 存 しな い、 自立 した 自己責任 の強 い 市民 の育

成 をめ ざ して きた16。 この動 きは 、オー ス トラ リア 国

民 と して求 め られ る特 定の文化 や価値 観 を規定 す る と

ともに、教育 を通 して こ うした文化や 価値観 をす べ て

の子 どもに獲 得 させ よ うとす る ものであ る と言 え る。

3つ 目は 、職 業教 育 の重視で あ る。 上述 の 「アデ レ

ー ド宣 言 」 に お い て 職 業 教 育 ・訓 練(Vocational

EducationandTraining)の 推 進 と充実 の必要性 が強 調 さ

れ 、第12学 年修 了時 に職業 に関す る知識 や スキル を身

につ けるこ との重要性 が指 摘 され た。 ここか らは、国

家 の経済発 展 と国際競 争力 の強化 に対す る強 い意識 を

見 て取 るこ とが でき る。

開発 教育 との 関わ りとい う視点 か ら見 る と、 これ ら

3つ の特徴 の うち、iつ 目と2つ 目の特徴 が特 に重要 で

あ る。 その理 由 として 、第一 に、1つ 目の特徴 で ある

国家 目標 の提 示や ス タンダー ドの設 定 は公 正 さや 平 等

を保障 す るこ とにつな が る とい う側 面 を持 っ てい るが、

これ が2つ 目の特徴 で あ る特 定の文化 や価値 観 の強調

と結び つ く と、多様性 を排 し、す べ ての人 々 を1つ の

尺度 で評価 しよ うとす る ことにつ な が りかねな い点 が

挙 げ られ る。 そ して第 二 に、多様 性 の排 除 は また、既

存 の社会構 造や システ ムのあ り方 の批 判的 な吟味 を 困

難 にす るこ とに もつ なが る危険性 を持 ってい るこ とが

挙 げ られ る。 なぜ な ら、批 判的 な吟味 を可能 にす るた

め には、同 一事 象 を異 な る視 点か ら比較 検討 す る こと

が不 可欠だ か らで ある。

以 上 を踏 ま える と、ハ ワー ド政権 に よ る教 育改革 は

開発 教育に対 して、次 の よ うな対 立点 を内在 させ てい

るこ とが分 か る。それ は、 「特定の 文化や価 値観 の重 視

か 、多様な 文化や価 値観 の尊 重か」 「既存 の社会 構造 の

維 持 ・発展 か、批 判的 な吟 味 とそ の変革 か」 とい う2

点で あ る。 これ は、学校 教育 の場 にお ける開発 教育 の

側 か ら見 る と、 開発 教 育の 実践上 の強調 点を否 定す る

よ うな志向性 を持 つ国家 か らの教育 要求 に常 に さ らさ

れ うることを意 味 して い る。

た だ し、先 述 の よ うにオ ース トラ リア では各 州 ・直

轄 区 が初等 ・中等教 育 に関す る権限 を持 ってい るた め、

連 邦政府 の影 響 がその まま及 ぶ とは限 らない。 そ こで

次 に 、開発 教 育 の研 究 と実践 が盛 ん に行 われ て きた南

オ ー ス トラ リア州 に着 目して 、連 邦 政府お よび州 政府

の教 育政策 が開発 教 育に及 ぼ しうる影響 に つい て見て

い こ つ。

4.南 オー ス トラ リア州のSACSAの 具体像 と特 徴

(1)SACSAの 概 要

南オ ー ス トラ リア州 は、約150万 人(オ ー ス トラ

リア第5位)の 人 口を有す る州 で ある(2006年 時)。

連 邦政府 とは異な り、2002年 か ら現在 に至 るまで 、

労働 党 の ラン(R㎜,M.)が 州 知事(premier)を 務

めてい る。そ のた め、ハ ワー ド首相率 い る連邦政 府

の政 策 とは緊 張関係 を持 って いた。

「アデ レー ド宣言 」 を受 け て、南オ ー ス トラ リア

州 におい て も他 州 と同様 に、教 育 目標 の設 定、 スタ

ンダー ドの開発 、学習 内容 の具体化 な どの作 業が進

め られ た。 その 成果 は 「南 オー ス トラ リア州 のカ リ

キ ュラム 、ス タ ンダー ド、ア カ ウンタ ビ リテ ィ(South

AustralianCurriculum,StandazdsandAccountability)J

(以下、SACSA)と して体 系化 され 、2001年 に公

布 され た。す な わちSACSAは 、ハ ワー ド政権 に よ

る教育 改革時 に南 オー ス トラ リア州 の教 育 ・訓練 ・

雇 用 省(DepartmentofEducation,Trainingand

Employment)に よって作成 され 、今 日の南 オー ス ト

ラ リア州 にお け る初 等 ・中等教 育段階 の教 育活動 を

規 定 してい る枠 組み で あ る。SACSAで は 「アデ レ

ー ド宣言 」 を 受 け て、 「芸 術 」 「デ ザ イ ン と科 学 技

術」 「英語 」 「健 康 と身体 の教育 」 「言語 」 「算数 ・数

学」 「科学 」 「社 会 と環境」 の8つ の学習 領域 が設 定

され 、すべ て の学習領 域 に関 して、就学 前か ら第12

学年(18歳)の 子 ど もた ちに対 して行 われ るべ き教

育活 動 に関 す る 目標 とス タ ン ダー ドが設 定 され て

い る17。現在 で も依 然 として教育課 程 の編 成 に関す

る各学 校 の裁量 があ る とは言 え、各 学校 で はSACSA

の枠組 み に沿 った教 育課程 の編成 と、そ こで 定め ら

れた教 育 目標の 達成 が求 め られて い る。 そ の意味 で

SACSAは 、南 オー ス トラ リア州 に住 むす ぺ ての子

どもが、文化 的背 景や 人種 、民族 な どの違 い を超 え

て求 め られ る能 力 を規 定す る とともに 、その 獲得 を

保 障 しよ うとす るた めの枠組 みで あ る と言 える。

SACSAで はすべ ての 子 どもが、 「倫 理的 か つ社会

的に責任 の あ る社 会 の一員 であ り、 自身 の個人 的な 、

そ して グルー プの ア イデ ンテ ィテ ィに 対す る強 い
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感覚 を持 ち、他 者 のア イデ ンテ ィテ ィを尊 重す る」

r決定に対 して よく考え 、責任 を持 つ とともに 、関

係 を持 ち 、アイデ ィアを提起 し、革 新的 な問題 解決

を行 う」 「礼 儀正 しい個 人間 の 関係 を構 築す る と と

もに 、ロー カル な コ ミュニテ ィや グ ローバ ル な コ ミ

ュニ テ ィにお い て 、活動 的 な役割 を果 たす 」 「遺 産

を尊重 しな が ら、起 こ り うる未 来 に貢献 し、 それ を

形 づ くる」 「リテ ラシー 、ニ ュー メ ラ シー、 情報 通

信技 術(ICT)の 力 と可能 性 を利用 す る優 れ た情報

伝達者 」 とい う特 徴 を持 つ市 民か つ生涯学 習 者にな

るこ とが め ざ され て い る18。

しか しこれ だけで は、各学習 領域 にお いて 想定 さ

れ てい る教 育活 動 の様 相 を具 体 的 に捉 え る こ とは

で きな い。 そ こで次 に、開発教 育が 主に実 践 され て

い る 「社 会 と環境 」 の領 域 に焦 点 をあて 、そ の 目的

の具体 的 な 内容 を検討 してい こ う。 その 際 、特 に、

【表2:「 社会 と環境 」の学 習領域 の 目的】

.知

鑑寧

勢繹

・ロー カル な、ナ シ ョナ ル な、そ して グmバ ルな社 会 、長い時 間 をかけ て変化 しつつ あ る環境、一 一
そ して(自 然、社 会 文化 、経 済 、法律 、政治 の)シ ステ ムにっ いて。

・環境 と社会 との 間に あ る相互 作用 の性 質 、原 因 と結果 、環 境 と社 会 との相互 依 存につ いて。

・社 会 の中 に存在す る権 力、権 力関係 、 不平等 、そ して富 の分配 につ いて。

・文化的 多様性 、社 会的結 束 、人 々が持 って いる様 々なパ ースペ クテ ィブに っ いて(長 い時 間をか

o

けて これ らは発 達 し、 変わ ってい くとい うこ とを認 めな が ら)。

新 た な知識 や技術 、人 口構 図(demographicpatterns)が 生 まれ る こ とに よって 出現 す る新 たな職

業につ いて。

ス
キ
ル

・社会 の批 判的 な探 究一 歴 史 的文脈 、分布 様式 と空 間的関係(spatialpatternsandrelationships)、

社 会的 ・文化 的な相 互作 用 と関係 、そ して社会 シス テム に関す る調 査 と熟 考一 を行 うス キル。

・環境 観 測、 フ ィール ドワー ク、価 値判 断(appraisal)、 分 析 と行 動 を行 うスキル 。

・過 去、現在 、未 来 の文脈 か ら、様 々なパー スペ クテ ィブ を建設 的 に批判す るための スキル 。

行動 を計 画 し、実践 す るた めに、代案 を評価 し、意思決 定 を行い 、協働的 な努 力 を行 うた めのス●

キル 。

・個人 的 な機 会 、仕事 上の機 会 、そ して コ ミュニテ ィが持 ってい る機 会 を見っ けてそれ らを生か し

始 め る とともに、 それ らを管理す るため のス キル。

・職 業や 教育 、訓練 、 そ して その他 の活動 に関す る未 来 のチ ャンス に備 えて、人 々 と環 境 との建設

的か つ肯定 的な相 互作 用 を行 うた めの スキル0

能 諸価
力問値

題観
をと
検態
討度
すに
る関
た係
めす
の る

様々な決定や行動、関係が暗示するものを理解し、評価する能力。

民主主義のプロセスや社会的公正、環境の持続可能性の中に、陰に陽に見られる価値観や態度を:

批 判的 に検証 し、明確 にす る能力。

・人 々の持っ 多様 なパー スペ クテ ィブや文 化的 ・歴 史的背 景 を尊 重 し、高 く評 価 す る とともに、平

和的 な関係 に向 けて活 動す る能力。

・偏見や 人種 差別 、性差別 、差 別や ステ レオ タイプ化 な どを認識 し、立 ち向 か う能 力。

・そ うなるで あ ろ う未 来 、起 こ り うる未 来 、そ して望 ま しい未 来(probable,possibleandpreferredfuture)

につ いて考 察 し、その代 案 を想像 ・評価 す る とともに、現 在 と未 来 に影 響 を与 えるた めに 自身が

持 ってい る能 力 を経験 的 に知 り、正 当 に評 価 する能 力。

努1再
動
に
向
け
た

社
会
的
に
責
任
あ

・す べ ての生物 に よって共 有 されて いる相互 依存 の生物 圏 と、 グローバ ルな 関連 が増 えつ つ ある ロ

ー カル な社会 政治 学的 な経済(localsociopoliticaleconomy)に お いて生活 す る とい うこ とへ の認識

を高 めた結果 と して[社 会的 に責任 あ る行 動 を とる能 力]。

・積 極的 な市 民は どの よ うに して身 のまわ りの世 界の改 善 に貢献 し うるのか 、 とい うこ とに 関す る

社 会的 ・環 境 的な認識 と気づ きを学習 者が発 達 させ る こと と並行 して[社 会的 に責任 ある行動 を

とる能 力]。

(表 は 、SouthAustralia(DepartmentofEducation,TrainingandEmployment),SouthAustralianCurriculu〃 乙Standardsand

AccountabilityFRAMEWC)RK:EarlyYearsBand(BirthtoYear2J,Australia:DETEPublishing,2001,pp.289-290を 筆 者 が 訳

出 して作成。[]は 筆者 が加筆。また、下線 は筆者に よる。)
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ハ ワー ド政 権 の教 育改 革 の影 響 が どの よ うに反 映

され てい るの か とい う視 点 か ら特徴 を抽 出 したい。

(2)「 社 会 と環 境 」の領域 の 目的に見 られ る特徴

「社会 と環境 」の領 域 での学習 では 、子 どもた ち

が グロー バ ル な コ ミュニ テ ィの 中 に あ る民 主的 な

社会 の中 で、倫 理的 で、活 動的で 、知識 を持 った市

民 として 、広 範 な方法 で参加す るこ とを可能 にす る

よ うな知識 や スキル 、価 値観 を発達 させ る ことが め

ざ されて い る19。す なわ ち 、行 動 を起 こす こ とを最

終的 な 目的 と して、そ のた めに必要 な知識や スキル、

価 値 観 を身 につ け させ る こ とが重 要 で あ る とされ

てい るの で あ る。 そ して、 「社会 と環 境」 の学 習領

域 にお い てす べ て の子 どもた ち に獲 得 させ るべ き

力 が、 「知識 ・理解 ・鑑 賞力(appreciation)」 「スキルJ

「価 値観 と態 度 に 関係 す る諸 問題 を検 討 す るた め

の能 力 」 「社 会 的 に責任 あ る行 動 に向 けた能 力 」 に

分類 して提 示 されて い る(表2)。

表2の 下線 部 を中心 に検討 す る と、 「社 会 と環 境」

の領 域 に見 られ る特 徴 と して 、 「社 会 の諸 システ ム

につ い ての理 解 」 「自他 の持 つパ ー スペ クテ ィブや

文化 的背 景 、能 力 な どに関 す る気 づ きの深 ま りと、

互 い の尊 重 」 「社 会 の諸 システ ム、 決定 事項 、行 動

な どの 背後 に あ る価 値 観 や 権 力構 造 な どの批 判 的

な吟 味」 「問題 解 決 に向 けて批 判 的 に探 究 し、社 会

的 に 責任 あ る行動 を起 こす こ と」 「職 業 につ いて の

理解 と職 業 にかか わる ため に必要 な力 の獲得 」の 強

調 が挙 げ られ る。

この 中で も特 に、社 会 の諸 システ ムや 決定 事項 な

どの 背後 にあ る価 値 観 や 権力 構 造 な どの批 判 的 な

吟味 を強調 してい る こ とか らは、諸 システ ムな どの

背 後 に は一 定 の価 値 観 や 権力 構 造 が働 い て い る と

捉 え ると ともに、それ らを批判的 に検討 す る ことが

よ り良 い社 会 づ く りに と って必 要 で あ る と捉 え る

立場 が見て 取れ る。 こ うした認識 に立つ と、 よ りよ

い社 会 づ く りを め ざ した 問題 解決 の過 程 にお いて

は 、既 存の社 会構 造の批 判 的な吟味 とそ の変革 が重

要 とな る。 また 、 自他 の持 つパー スペ クテ ィブや文

化 的背 景な どの 尊重 を強調 してい る こ とか らは、ハ

ワー ド政権 の教 育政策 の特徴 の1つ で ある単一 の文

化 や価 値観 の育成 とい う側 面の強調 がSACSAで は

見 られ ない こ とが分 か る。

以 上 を踏 ま え る と、 「社 会 と環境 」 の領 域 の 目的

か らは、西洋 的 な伝統や 価値 観 を一律 に身 につ け さ

せ よ うとす る動 き は見 られ ない こ と と、社会 の進歩

の た め に既 存 の社 会 の 批判 的 な 吟味 が重 視 され て

い るこ とが分か る。

(3)ハ ワー ド政 権 によ る教 育改革 に おけ るSACSA

の位置

ここま で、SACSAの 「社会 と環境 」 の学 習領 域

に関す る 目的 を検 討 して きた。SACSAは 、ハ ワー

ド政 権下 で採択 され た 「アデ レー ド宣言」 に示 され

た 学校 教 育 に 関す る国 家 目標 を達成 す る こ とを め

ざ して作成 され てお り、国 家に よる教 育 目標 の提 示

とそ の達 成 に 向 け た各 学校 の取 り組 みへ の圧 力 と

い う、ハ ワー ド政 権 に よる教育政策 の特 徴 の1つ を

内包 して いる。 しか しなが ら、 これ ま でに見 て きた

よ うに、ハ ワー ド政権 に よる教育政 策 の特 徴 の1つ

で あ る西 洋的 な伝 統や 価 値 観 を 重視 しよ うとす る

動 きは 、 「社 会 と環境 」 の領 域 に関す る 目的 か らは

見 られ なか った。 また 、社 会 の批判 的な吟 味の 重要

性 に対す る認識 も見 られ た。

以上 を踏 まえて 、ハ ワー ド政 権に よ る教 育改革 に

お け るSACSAの 位 置づ けにつ いて考 えて み よ う。

ハ ワー ド政 権 に よって 強 力 に推 し進 め られ てい る

教育 改革 の下 で作成 され たSACSAは 、すべ ての 学

習者 に共通 の 目標 を示す とともに、そ の達成 を め ざ

してス タンダー ドを設 定 してい る。た だ し、その 内

容 を見てみ る と、文 化や価値観 に関す る多様性 の尊

重や 構 造 的 な 不平 等 の解 消 が め ざ され てい る よ う

に 、ハ ワー ド政権 以前 の多 文化主義 の特徴 が継 承 さ

れ てい る ことが分 か る。 こ こか ら、SACSAは 、 こ

れ まで の 多 文化 主 義 を 否定 しよ う とす る連 邦 レベ

ル での 教 育改 革 の 流れ を受 けて 作成 され た 枠組 み

では ある ものの 、内容 面で は、 これ まで の多 文化主

義 の遺 産 を反 映 させ て い る とい う性 質 を持 っ もの

であ る と言 え る。

5.考 察

以上 を踏 まえて 、現代 オー ス トラ リア の教育 改革が

学校 教育 の場 にお け る開発 教育 に どの よ うな影響 を及
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ぼ し うるの か、 また 、そ こか ら見 えて くる開発 教育研

究が取 り組 むべ き課 題 につ いての考 察 に移 ろ う。

まず、連 邦政 府 の教 育改革 との 関わ りを見 てみ る と、

ハ ワー ド政 権 に よ る教 育 改 革 は 開発 教 育 に 対 して 、

「特 定 の文化や 価値 観 の重視 か、多様 な 文化や価 値観

の尊 重か」 「既 存 の社会構 造の維持 ・発 展 か、批判 的 な

吟味 とそ の変革 か」 とい う2つ の対 立点 を内在 させ て

い た。そ してそ れ は、開発 教育 の実践 上の 強調 点 を否

定す るよ うな志 向性 を持つ 国家 か らの教育 要求 に常 に

さ らされ うるこ とを意味 してい た。一 方で 、南 オース

トラ リア州 に 目を向 けてみ る と、州 の教 育活 動 を規定

して い るSACSAで は特定 の文化 や価値 観 の重視 は見

られず 、 自分や 他者 の持つ 多様 な文化や 価値観 を尊重

す るこ との重 要性 が強 調 され てい た。 また 、既 存 の社

会構造 の背後 に あ る価 値観や 権 力構 造 な どを批判 的に

問い直す た めの カの育 成が重 視 され てい た。

ここか ら、連邦 レベ ルで の教育政 策 の変化 は開発 教

育に対 して逆 風 とも言 え るもので あ るが 、SACSAの 下

では開発 教育 は従 来の 強調 点 を保 持 した 実践 が可能 と

なって い る とい うことを指摘 す るこ とが で きる。 そ し

てその背景 には 、SACSAに お いて はハ ワー ド政 権の教

育政 策 の特 徴 が十 分に反 映 され てお らず 、む しろそれ

とは逆行す るよ うな特徴 が見 られ る もの であ る とい う、

SACSAの 性 質 の 特徴 が ある と言 える。 す なわ ち、初

等 ・中等教 育 に関す る権 限を有 してい る州政 府 が連邦

政府 か らの教育 要求 を改変す るかた ちで取 り入れ て い

るた め、開 発教 育 に とって親 和的 な環境 が学 校教 育 の

場 におい て提供 され うるので ある。

ここか ら、オ ー ス トラ リアの学校 教育 の場 にお け る

開発 教 育に 対す る政 府 の教 育要 求 か らの影 響 と して 、

『シ リー ズ』 の 内容 の変化 に見 られた開 発教 育 の内容

その ものに対 す る影響 に加 えて、学 校教 育の性 格 を規

定す る枠組 みの設 定 に見 られ る開発 教育 実践 の 自由度

に対す る影響 もあ るこ とが指 摘で きる。 そ してま た、

こ うした状況 か らは 、学校教 育の場 にお いて 実践 され

るか らこそ 立ち現 れ て くる、次の よ うな 開発教 育研 究

上の課題 が見 えて くる。

その課題 とは 、開発教 育が持 つ政 治的志 向性 の問題

に どの よ うに取 り組 む のか とい うもので あ る。 本論 に

お いて見 て きた よ うに 、 コル ダー らが提起 して い る開

発 教育 の実践 上の 強調点 を否 定 し うる志 向性 を持つハ

ワー ド政権 に よる教育 改革の もとで、『シ リー ズ』にお

け る開発 教 育の 内容 には変化 が見 られた。 一 方で、ハ

ワー ド政 権 とは対 立 しうる政 策 を南オー ス トラ リア州

では進 めて い るた め に、 コル ダー らの提起 す る開発教

育 との親 和性 が 高 くなってい た。 ここか らは、 どの よ

うな政治 的 立場に 立つ のかに よ って開発教 育 の内容 が

大き く変 わ り うる ことが分か る。 そ して それ ゆえに、

実 践す る開発 教育 の政治 的志 向性 を明確化 す る ととも

にそれ を学習 者に も認識 でき るか たちで実 践す るこ と

が重 要 であ る ことが分 かる。

したが って今 後 は、開発 教育 が持つ 政治 的志向性 に

つ いての検 討 を十分 に行 いなが ら理論 的な 考察 を深 め

てい くこ とが重 要 な課 題 とな る。 ま た、同 じ理論 に基

づい た と して も、学習 者 であ る子 どもの実態 や教師 の

教育 に対す る信 念な どに よって 、そ の実践 は多様 な も

の とな り うる。 した がって 、具体 的な 実践 の分析 を通

して 開発 教 育実践 の 実態 を詳 細 に検 討す るこ とも重要

な作業 とな るだろ う。 以上 を今 後 の課題 とす る。
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